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 研究結果  
 

日本への福州人移民のモデル研究 
―ここ 20 年来の福清人新移民を中心に― 

（研究結果） 

 

2006 年 5 月から 8月にかけて、本研究チームは福州市所轄の福清市、連江県、長楽

市、浪岐区、馬尾区などや日本の大阪、神戸、横浜、東京などで日本への新移民や帰国者

及びその家族に対して訪問調査とアンケート調査を行なった。なかでも福清人新移民及び

その家族に対して集中的に調査した（120 余世帯のうちの 90 世帯余り）。以上の調査を

もとにして、中国人の日本への国際移民と日中関係・日中社会の関連を歴史学、民族学、

国際社会学、国際関係学という多視点から分析したところ、次のような結論を引き出し

た。 

一、日本への福州新移民の移動原因として、①福州人は日本への移民伝統があり、しか

も今までずっと続いてき、プロ文革期には外国への移民が基本的に停頓していても、福州

人の日本への移民活動が続いていたこと、②福州の農村は未だに貧困だし、その所得は日

本と大きな格差があること、③福州の血縁、地縁による堅固な移民ネットワーク、④福州

の濃厚な移民文化などが挙げられる。 

二、日本への新移民の移動方式：①海上からの密航方式、私費留学などの名義で合法的

に入国し非合法に滞在する方式、②配偶者（中国人と日本人の国際結婚）とその他の親族

の身分で合法的に入国する方式、③日本へ留学してから、日本で就職、定住する方式。 

三、日本への新移民（非合法な移民を主とする）の日本での暮らし：①重い債務（高い

渡日費用、学費及び生活費など）、②きつ過ぎる労働強度、長過ぎる労働時間（日本にお

ける単純労働力の不足状況）、③高い収入、④軽く見られることがあるが、日本社会と日

本人に対して基本的にいい印象をもっている。 

四、日本への福州移民の帰国後の変化：①暮らしの質の変化（例えば、ほとんどの人が

御殿を建てた）、②文化品位の向上、③生活方式の多様化。 

五、福州人の日本への移民の見通し。福州人が相変わらず日本へ移民し続けていくと思

われる。その理由として、①日中関係が改善される傾向があること、②日本は留学生を受

け入れる規模を現在の 10 万人余りから 2025 年の 100 万人に増やすこと、③福州人の日本

コンプレックス、④移民ネットワークが相変わらず重要な役割を果たすことなどが挙げら

れる。若い世代の移民は親の世代と違い、自分の学歴と親の世代の資源を利用して、留学

を通して合法的な移民の道を歩んでいるが、これは日本にとっても有利である。ただし、

日本への福州人移民の増加率が下がるだろう。その原因として、①福州人はもっと有利な

移民先をもつようになっており、例えばアルゼンチン、南アフリカ共和国、ロシアなど、

②中国及び福州には多くの発展チャンスがあるようになっていることなどが挙げられる。

 総じて言えば、国際移民の形成・発展はその法則性をもっており、福州人の日本への移

動が必然の現象で、日中両国の発展に有利で、しかも両国の関係を強めるのに役立つと思

われる。 
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 研究成果の公表について(予定も含む） 
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